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会
議
報
告

令
和
４
年
10
月
1
日
よ
り
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

◆
第
27
回
理
事
会

決
議
事
項
：

❶
自
令
和
4
年
4
月
1
日
至
令
和
5
年
3
月
31
日

　
事
業
年
度
に
係
る
事
業
計
画
の
変
更
の
件

❷
自
令
和
５
年
4
月
1
日
至
令
和
６
年
3
月
31
日

　
事
業
年
度
に
係
る
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
件

❸
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
の
件

❹
世
界
遺
産
糺
の
森
及
び
御
蔭
神
社
境
内
等
の
建
造
物
修
理
保

　
存
等
助
成
事
業
準
備
資
金
取
扱
要
領
制
定
の
件

❺
世
界
遺
産
糺
の
森
及
び
御
蔭
神
社
境
内
等
の
記
念
物
整
備
保

　
存
等
助
成
事
業
準
備
資
金
取
扱
要
領
制
定
の
件

❻
世
界
遺
産
糺
の
森
及
び
御
蔭
神
社
境
内
等
の
各
種
施
設
・
設

　
備
新
設
補
修
等
助
成
事
業
準
備
資
金
取
扱
要
領
制
定
の
件

❼
副
理
事
長
選
定
の
件

❽
顧
問
選
任
の
件

報
告
事
項
：

❶
役
員
退
任
の
件

❷
職
務
執
行
の
報
告
　

❸
会
員
数
の
報
告

会
員
数
報
告（
令
和
5
年
3
月
1
日
現
在
） 

賛
助
会
員
 

1
1
6
件

団
体
・
法
人
会
員（
特
別・正
） 

8
8
件

個
人
会
員
 

1,
0
4
3
名

合
計
 

1,
2
4
7
件

事
務
局
だ
よ
り

　
多
く
の
方
に
世
界
遺
産
糺
の
森
の
環
境
保
護
と
下
鴨
神
社
の
文
化
財
保
全
に
ご

理
解
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
、会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、新
し
い
会
員
募
集
の
呼
び

か
け
に
一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。糺
の
森
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の「
入
会
申
込
フ
ォ
ー
ム
」か
ら
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
令
和
4
年
度
も
多
く
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、糺
の
森
に
関
す
る
数
々
の
保
存
整

備
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。令
和
5
年

度
も
引
き
続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。ご
寄
附
は
同
封
の
振
替

用
紙
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、「
糺
の
森
財
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」の
寄
附
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

新
入
会
員
ご
誘
致
の
お
願
い

ご
寄
附
の
お
願
い

　
ご
寄
付・ご
入
会（
継
続
の
年
会
費
支
払
も
含
み
ま
す
）・ご
献
木
を
さ
れ
る
際
に
、

糺
の
森
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
お
き
ま
し
て
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
申
込
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。国
際
ブ
ラ
ン
ド（
V
I
S
A
、J
C
B
等
）の
い
ず

れ
か
の
ロ
ゴ
が
つ
い
て
い
れ
ば
、発
行
し
て
い
る
カ
ー
ド
会
社
に
関
係
な
く
ご
利
用
可

能
で
す
。な
お
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
留
意
点
は
当
財
団
H
P
の「
森
を
守
る

（
ご
寄
附・ご
入
会・ご
献
木
）」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
関
す
る
お
知
ら
せ

当財団は平成29年8月10日付で内閣府より税額控除に係る証明書を

取得しました。この度更新され、令和4年7月27日付の新たな証明書（令

和9年8月9日まで有効）が当財団HPに添付されています。これにより、

個人の当財団への寄附・会費・献木について、領収書及び税額控除に係

る証明書を添付の上、確定申告時に税額控除制度の適用を選択した場

合、左に示す算式により算出された額が所得税額から控除されます。

寄附金に税額控除制度が適用されます

※1 「その年中に支払った公益社団法人等に対する寄附金の額の合計額」については、

　　その年分の総所得金額等の40％相当額を限度とされます。

※2 寄附金特別控除額は所得税額の25％相当額が限度となります。

寄附金
特別
控除額

2,000円 40％= － ×
その年中に支払った
公益社団法人等に対する
寄附金の額の合計額（※1） （※2）

算
式

ニュース

下
鴨
神
社
だ
よ
り

行事日程

令
和
5
年
上
半
期
行
事

4
月
29
日
 
市
民
植
樹
祭

5
月
3
日
 
流
鏑
馬
神
事

5
月
12
日
 
御
蔭
祭

5
月
15
日
 
賀
茂
祭
／
葵
祭

6
月
10
日
 
蛍
火
の
茶
会

令
和
5
年
下
半
期
行
事

7
月
21
日
〜
7
月
30
日

 

み
た
ら
し
祭

8
月
6
日
 
矢
取
神
事

9
月
29
日
 
名
月
管
絃
祭

※
役
員
名
簿
は
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
令
和
5
年
度
の
会
員
証
は
6
月
下
旬
に
お
届
け
い
た
し

ま
す
。な
お
、令
和
4
年
度
会
員
証
は
6
月
30
日
ま
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
5
年
度
会
員
証
及
び

特
典
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

各
行
事
の
開
催
有
無
に
つ
い
て
は
、下
鴨
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



糺
の
森
財
団
　

　
　
　
特
別
顧
問
　
中
本
　
晃

（
株
式
会
社
島
津
製
作
所 

相
談
役
）

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
／
公
益
財
団
法
人 

京
都
市
都
市
緑
化
協
会
理
事
長
）

糺
の
森
財
団　

理
事
・
学
術
顧
問　

森
本　

幸
裕

皆
様
に
は
、平
素
よ
り
糺
の
森
財
団
の
諸
活
動
に
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

京
都
は
御
所
を
中
心
に
古
く
か
ら
長
い
歴
史
や
文
化
、神
社
仏
閣
、伝
統
技
術
、日
本
料
理

に
至
る
ま
で
、現
代
を
生
き
る
日
本
人
の
礎
を
築
き
今
に
伝
承
し
て
い
る
地
と
言
え
ま
す
。

現
代
の
社
会
を
支
え
る
産
業
面
に
目
を
向
け
ま
す
と
、多
彩
な
個
性
溢
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
が
京
都
に
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。そ
の
背
景
に
は
、伝
統
技
術
の
伝
承
と
と
も
に
、

モ
ノ
作
り
の
精
神
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、長
年
に
わ
た
り
新
陳
代

謝
を
繰
り
返
し
つ
つ
、当
地
に
培
わ
れ
て
き
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
、確
実
に
過
去
か
ら
引
継
ぎ
、新
た

な
技
術
に
磨
き
上
げ
、未
来
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

近
年
で
は
、賀
茂
の
神
様
が
お
鎮
ま
り
に
な
る
糺
の
森
は
、平
成
三
十
年
の
風
水
害
で
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
森
で
毎
年
行
わ
れ
る
植
樹
祭
で
は
献
木
さ

れ
た
木
々
の
横
で
、多
く
の
幼
い
子
供
た
ち
が
小
さ
な
ス
コ
ッ
プ
片
手
に
、「
大
き
く
育
て
」

と
願
い
を
込
め
て
、苗
木
を
植
え
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。糺
の
森
は
過
去
よ
り
幾
多
の
自

然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
都
度
、心
を
寄
せ
て
下
さ
る
人
々
の
尽
力
に
よ

り
力
強
く
再
生
し
、今
日
の
森
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
島
津
製
作
所
で
も
、中
京
区
の
本
社
敷
地
を「
島
津
の
森
」と
し
て
緑
化
し
て
い
ま

す
。こ
の
森
に
は
、葵
祭
の
名
称
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
フ
タ
バ
ア
オ
イ
や
フ
ジ
バ
カ
マ

な
ど
の
平
安
時
代
の
植
物
、ま
た
ク
ヌ
ギ
・
カ
シ
ワ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
を
植
栽
し
て
い
ま

す
。こ
れ
は
生
物
多
様
性
の
保
全
・
育
成
を
目
的
と
し
た
、自
然
を
守
る
活
動
の
一
環
で
す
。

環
境
破
壊
が
進
む
、こ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、長
き
に
わ
た
っ
て
再
生
を
繰

り
返
し
な
が
ら
山
城
の
太
古
の
原
生
林
を
今
に
伝
え
る
糺
の
森
を
、確
実
に
次
の
時
代
に
引

き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、糺
の
森
の
育

成
と
環
境
保
護
を
推
進
す
る
糺
の
森
財
団
の
活
動
に
引
き
続
き
、ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1

ご
あ
い
さ
つ

　

令
和
四
年
九
月
二
十
日
、𠮷
田
博
宣
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
。
心
よ
り
、
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

私
が
先
生
の
訃
報
を
知
っ
た
の
は
、
そ
の
翌
日
、
つ
く
ば
国
際
会
議

場
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
で
し
た
。
自
然
環
境
の
保
全
再
生
の
学
術
発

展
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
、
三
つ
の
学
会
の
合
同
大
会
の
初
日
。𠮷
田

先
生
も
平
成
九
〜
十
一
年
に
学
会
長
を
務
め
ら
れ
た
日
本
緑
化
工
学
会

が
幹
事
学
会
で
し
た
。
先
生
の
八
年
後
に
学
会
長
を
引
き
継
ぎ
、
京
大

の
先
生
の
研
究
室
も
引
き
継
い
だ
私
に
と
っ
て
、
そ
の
電
話
は
何
か
運

命
的
に
も
思
え
ま
し
た
。

　

公
私
と
も
に
お
世
話
に
な
っ
た
𠮷
田
先
生
で
す
。
専
門
分
野
で
は
、

特
に
風
景
、
景
観
の
見
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。𠮷
田
先
生
の

先
代
の
中
村
一
先
生
が
教
授
の
時
代
で
し
た
。
定
期
的
に
研
究
室
で
都

市
景
観
に
関
す
る
研
究
会
を
開
催
し
て
、
そ
の
議
論
を
京
都
新
聞
に
連

載
。
そ
の
後
、『
京
の
原
風
景
』（
学
芸
出
版
）
と
し
て
出
版
す
る
機
会

が
あ
っ
た
の
で
す
。
研
究
室
先
輩
の
吉
村
元
男
氏
が
京
都
新
聞
社
の
記

者
と
と
も
に
京
大
の
造
園
学
研
究
室
に
持
ち
込
ま
れ
た
企
画
で
し
た
。

当
時
の
権
威
の
先
生
方
と
新
進
の
研
究
者
だ
っ
た
𠮷
田
先
生
に
加
え

て
、京
都
芸
術
短
期
大
学
に
赴
任
し
た
て
の
私
も
参
加
の
機
会
を
得
て
、

景
観
を
人
間
と
と
も
に
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
る
視
点
を
教
え
て
い
た
だ
く

機
会
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

普
通
な
ら
、
播
種
し
た
芝
草
が
よ
く
茂
る
方
法
が
一
番
、
と
い
う
こ

と
で
終
わ
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
先
生
は
、
緑
化
当
初
に
外
来
の
芝
草

が
繁
茂
し
て
良
好
な
緑
景
観
と
な
っ
て
い
た
試
験
区
よ
り
も
、
短
命
な

芝
草
が
速
や
か
に
衰
退
し
て
不
成
績
地
に
見
え
て
も
、
そ
の
後
本
来
の

在
来
の
植
生
に
ス
ム
ー
ズ
に
推
移
す
る
試
験
区
の
方
が
、
長
期
的
に
見

れ
ば
美
し
く
、
豊
か
な
植
生
と
な
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
、
景
観
評
価
の
長
期
的
視
点
や
ト
ー
タ
ル
な
視
点
こ
そ
、

我
々
が
継
承
す
べ
き
、
先
生
の
遺
産
か
と
思
い
ま
す
。
大
木
が
倒
れ
る

こ
と
は
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
次
世
代
の
多
様
性
と
活
力
を
生
む
源
泉

で
も
あ
り
ま
す
。
倒
木
は
多
様
な
生
物
群
集
の
生
息
場
所
と
も
な
り
ま

す
。
森
の
保
全
と
継
承
は
、
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
と
と
も
に
、
長
期
的
視

点
か
ら
現
実
的
な
解
を
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

先
生
の
社
会
的
貢
献
も
多
大
で
す
。
糺
の
森
の
保
全
を
は
じ
め
、
広

く
日
本
各
地
の
史
跡
や
名
勝
の
保
存
と
整
備
の
指
導
の
功
績
な
ど
で
、

瑞
宝
小
綬
章
を
叙
勲
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
が
現
在
理
事
長
を
務
め

る
、公
益
財
団
法
人
京
都
市
都
市
緑
化
協
会
も
、協
会
創
設
以
来
、理
事
・

評
議
員
と
し
て
ご
指
導
を
賜
っ
た
こ
と
も
感
謝
申
し
上
げ
、
先
生
か
ら

頂
い
た
重
要
な
視
点
を
継
承
す
る
決
意
を
述
べ
て
結
び
と
致
し
ま
す
。

安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。

𠮷
田
博
宣
先
生

を
偲
ぶ

2

第
二
十
六
回

　

𠮷
田
先
生
は
、
自
然
や
歴
史
の
み
な
ら
ず
現
代
の
地
域
の
人
々
と
水

と
緑
の
景
観
の
関
わ
り
の
意
義
を
、
松
ヶ
崎
の
前
川
や
、
宇
治
の
木
幡

池
を
例
に
議
論
を
展
開
さ
れ
、
景
観
を
ト
ー
タ
ル
に
考
え
る
眼
差
し
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
に
、
糺
の
森
に
つ
い
て
も
𠮷
田
先
生
か
ら
大
事
な
示
唆
を
賜

り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
泉
川
の
川
辺
に
商
人
が
涼
床
を
か
ま
え
、

み
た
ら
し
団
子
な
ど
、
酒
食
を
提
供
し
て
賑
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
献

（
図
参
照
）
だ
け
で
な
く
、
先
生
の
子
供
の
頃
に
は
、
糺
の
森
は
サ
サ

を
蹴
立
て
て
走
り
回
り
、
そ
の
当
時
ま
だ
水
を
湛
え
た
池
に
じ
ゃ
ぶ

じ
ゃ
ぶ
入
る
遊
び
場
だ
っ
た
体
験
を
も
と
に
、
森
の
機
能
を
論
じ
ら
れ

ま
し
た
。
四
手
井
綱
英
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、𠮷
田
先
生
と
私
も
参

加
し
た
『
下
鴨
神
社 

糺
の
森
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）
で
も
、
江
戸
時

代
か
ら
京
の
町
を
特
徴
づ
け
た
「
町
の
森
」
の
視
点
か
ら
考
え
る
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ど
き
の
言
葉
で
言
え
ば
、
森
林
の
文

化
的
サ
ー
ビ
ス
の
視
点
で
す
。

　

ま
た
、
先
生
の
ご
研
究
の
中
で
は
、
景
観
評
価
は
長
期
的
視
点
か
ら

行
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
重
要
な
視
点
を
実
証
さ
れ
た
こ
と
が
特
筆
さ

れ
ま
す
。
先
生
は
高
度
経
済
成
長
の
な
か
、
土
地
造
成
で
傷
つ
い
た
斜

面
の
緑
化
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
京
大
研
究
グ
ル
ー
プ
の
主
要
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
京
都
東
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
斜
面
緑
化
の
先
駆
的
な

実
験
を
長
年
月
か
け
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。



　

令
和
四
年
九
月
二
十
日
、𠮷
田
博
宣
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
。
心
よ
り
、
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

私
が
先
生
の
訃
報
を
知
っ
た
の
は
、
そ
の
翌
日
、
つ
く
ば
国
際
会
議

場
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
で
し
た
。
自
然
環
境
の
保
全
再
生
の
学
術
発

展
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
、
三
つ
の
学
会
の
合
同
大
会
の
初
日
。𠮷
田

先
生
も
平
成
九
〜
十
一
年
に
学
会
長
を
務
め
ら
れ
た
日
本
緑
化
工
学
会

が
幹
事
学
会
で
し
た
。
先
生
の
八
年
後
に
学
会
長
を
引
き
継
ぎ
、
京
大

の
先
生
の
研
究
室
も
引
き
継
い
だ
私
に
と
っ
て
、
そ
の
電
話
は
何
か
運

命
的
に
も
思
え
ま
し
た
。

　

公
私
と
も
に
お
世
話
に
な
っ
た
𠮷
田
先
生
で
す
。
専
門
分
野
で
は
、

特
に
風
景
、
景
観
の
見
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。𠮷
田
先
生
の

先
代
の
中
村
一
先
生
が
教
授
の
時
代
で
し
た
。
定
期
的
に
研
究
室
で
都

市
景
観
に
関
す
る
研
究
会
を
開
催
し
て
、
そ
の
議
論
を
京
都
新
聞
に
連

載
。
そ
の
後
、『
京
の
原
風
景
』（
学
芸
出
版
）
と
し
て
出
版
す
る
機
会

が
あ
っ
た
の
で
す
。
研
究
室
先
輩
の
吉
村
元
男
氏
が
京
都
新
聞
社
の
記

者
と
と
も
に
京
大
の
造
園
学
研
究
室
に
持
ち
込
ま
れ
た
企
画
で
し
た
。

当
時
の
権
威
の
先
生
方
と
新
進
の
研
究
者
だ
っ
た
𠮷
田
先
生
に
加
え

て
、京
都
芸
術
短
期
大
学
に
赴
任
し
た
て
の
私
も
参
加
の
機
会
を
得
て
、

景
観
を
人
間
と
と
も
に
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
る
視
点
を
教
え
て
い
た
だ
く

機
会
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

普
通
な
ら
、
播
種
し
た
芝
草
が
よ
く
茂
る
方
法
が
一
番
、
と
い
う
こ

と
で
終
わ
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
先
生
は
、
緑
化
当
初
に
外
来
の
芝
草

が
繁
茂
し
て
良
好
な
緑
景
観
と
な
っ
て
い
た
試
験
区
よ
り
も
、
短
命
な

芝
草
が
速
や
か
に
衰
退
し
て
不
成
績
地
に
見
え
て
も
、
そ
の
後
本
来
の

在
来
の
植
生
に
ス
ム
ー
ズ
に
推
移
す
る
試
験
区
の
方
が
、
長
期
的
に
見

れ
ば
美
し
く
、
豊
か
な
植
生
と
な
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
、
景
観
評
価
の
長
期
的
視
点
や
ト
ー
タ
ル
な
視
点
こ
そ
、

我
々
が
継
承
す
べ
き
、
先
生
の
遺
産
か
と
思
い
ま
す
。
大
木
が
倒
れ
る

こ
と
は
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
次
世
代
の
多
様
性
と
活
力
を
生
む
源
泉

で
も
あ
り
ま
す
。
倒
木
は
多
様
な
生
物
群
集
の
生
息
場
所
と
も
な
り
ま

す
。
森
の
保
全
と
継
承
は
、
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
と
と
も
に
、
長
期
的
視

点
か
ら
現
実
的
な
解
を
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

先
生
の
社
会
的
貢
献
も
多
大
で
す
。
糺
の
森
の
保
全
を
は
じ
め
、
広

く
日
本
各
地
の
史
跡
や
名
勝
の
保
存
と
整
備
の
指
導
の
功
績
な
ど
で
、

瑞
宝
小
綬
章
を
叙
勲
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
が
現
在
理
事
長
を
務
め

る
、公
益
財
団
法
人
京
都
市
都
市
緑
化
協
会
も
、協
会
創
設
以
来
、理
事
・

評
議
員
と
し
て
ご
指
導
を
賜
っ
た
こ
と
も
感
謝
申
し
上
げ
、
先
生
か
ら

頂
い
た
重
要
な
視
点
を
継
承
す
る
決
意
を
述
べ
て
結
び
と
致
し
ま
す
。

安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。

　

𠮷
田
先
生
は
、
自
然
や
歴
史
の
み
な
ら
ず
現
代
の
地
域
の
人
々
と
水

と
緑
の
景
観
の
関
わ
り
の
意
義
を
、
松
ヶ
崎
の
前
川
や
、
宇
治
の
木
幡

池
を
例
に
議
論
を
展
開
さ
れ
、
景
観
を
ト
ー
タ
ル
に
考
え
る
眼
差
し
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
に
、
糺
の
森
に
つ
い
て
も
𠮷
田
先
生
か
ら
大
事
な
示
唆
を
賜

り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
泉
川
の
川
辺
に
商
人
が
涼
床
を
か
ま
え
、

み
た
ら
し
団
子
な
ど
、
酒
食
を
提
供
し
て
賑
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
献

（
図
参
照
）
だ
け
で
な
く
、
先
生
の
子
供
の
頃
に
は
、
糺
の
森
は
サ
サ

を
蹴
立
て
て
走
り
回
り
、
そ
の
当
時
ま
だ
水
を
湛
え
た
池
に
じ
ゃ
ぶ

じ
ゃ
ぶ
入
る
遊
び
場
だ
っ
た
体
験
を
も
と
に
、
森
の
機
能
を
論
じ
ら
れ

ま
し
た
。
四
手
井
綱
英
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、𠮷
田
先
生
と
私
も
参

加
し
た
『
下
鴨
神
社 

糺
の
森
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）
で
も
、
江
戸
時

代
か
ら
京
の
町
を
特
徴
づ
け
た
「
町
の
森
」
の
視
点
か
ら
考
え
る
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ど
き
の
言
葉
で
言
え
ば
、
森
林
の
文

化
的
サ
ー
ビ
ス
の
視
点
で
す
。

　

ま
た
、
先
生
の
ご
研
究
の
中
で
は
、
景
観
評
価
は
長
期
的
視
点
か
ら

行
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
重
要
な
視
点
を
実
証
さ
れ
た
こ
と
が
特
筆
さ

れ
ま
す
。
先
生
は
高
度
経
済
成
長
の
な
か
、
土
地
造
成
で
傷
つ
い
た
斜

面
の
緑
化
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
京
大
研
究
グ
ル
ー
プ
の
主
要
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
京
都
東
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
斜
面
緑
化
の
先
駆
的
な

実
験
を
長
年
月
か
け
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
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瑞宝小綬章 受賞時の𠮷田先生（80歳）

受
賞
・
表
彰
歴

日
本
造
園
学
会
賞
（
研
究
論
文
部
門
）
１
９
８
３
年

日
本
公
園
緑
地
協
会
・
北
村
賞 

１
９
９
８
年

日
本
緑
化
工
学
会
・
功
績
賞 

２
０
０
０
年

日
本
造
園
学
会
・
上
原
敬
二
賞 

２
０
０
９
年

瑞
宝
小
綬
章 

２
０
１
８
年

糺
の
森
財
団　
理
事
・
学
術
顧
問 　
２
０
０
９
年
〜
２
０
２
２
年

１
９
３
８
年
１
月
14
日　
京
都
市
生
ま
れ
（
享
年
85
）

１
９
６
０
年　
京
都
大
学
農
学
部
林
学
科
卒
業

１
９
６
０
年　
東
興
建
設
株
式
会
社
技
師

１
９
６
１
年　
京
都
市
都
市
計
画
局
公
園
課
技
術
吏
員

１
９
６
５
年　
京
都
大
学
農
学
部
助
手

１
９
６
７
年　
京
都
大
学
農
学
部
講
師

１
９
７
５
年　
京
都
大
学
農
学
部
助
教
授

１
９
９
３
年　
京
都
大
学
農
学
部
教
授

１
９
９
７
年　
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
教
授
（
改
組
）

２
０
０
１
年　
京
都
大
学
定
年
退
官
、
京
都
大
学
名
誉
教
授

２
０
０
１
年　
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
教
授

２
０
０
８
年　
武
庫
川
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

２
０
１
８
年　
武
庫
川
女
子
大
学
学
術
顧
問

𠮷田博宣先生のご略歴
よし    だ　ひろ  のぶ

都名所図会に描かれた河合社と川辺の茶屋。
「糺川原」「みたらし川」の文字が読める

ユーモアたっぷりに挨拶される先生

お寿司屋さんの前で卒業生と交流
（左から３人目　２０１８年大阪にて）

𠮷田先生の傘寿と叙勲を祝う会
（前列右から５人目　２０１９年京都にて）
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下
鴨
神
社

京
都
学
問
所
だ
よ
り

催事案内 遊び、学ぶ、糺の森のつどいあれこれ

時間  午後１時～午後９時 場所  下鴨神社楼門前

第３２回  蛍火の茶会

「糺の森納涼市」

月日  ４月２９日（土・祝）　時間  午前１０時～正午
場所  糺の森馬場特設会場
山城原野の植生を今に残す「糺の森」を後世に伝えるため、
毎年多くの方にご参加いただいています。

第３３回  糺の森市民植樹祭

子供も大人もどなたでも参加いただけます。ケヤキ・ムクノキ・
エノキ・カツラ・カエデの約５０ｃｍの苗木を糺の森に植樹してい
ただきます。お気軽にご参加ください。

● 苗木植樹

参加費  １,０００円（１名）　※植樹用スコップ、花鉢進呈
申込み  当日９時３０分～午後２時

子供や孫の誕生、結婚周年などの記念に成木を植樹いただけます。
● 成木植樹

献木料  １５０，０００円（樹齢１０年未満 幹回り１０～１２ｃｍ・高さ３ｍ位）
　　　  ３００，０００円（樹齢１０～１５年 幹回り２０ｃｍ未満・高さ５ｍ位）
　　　  ５００，０００円（樹齢１５～２０年 幹回り３０ｃｍ以上・高さ７ｍ位）
※上記の樹齢及び大きさは目安です。樹種によって異なる場合があります。
　樹種は、ケヤキ・ムクノキ・エノキ・カツラ・カエデからお選びいただけます。

申込み  下鴨神社内糺の森財団事務局
　　　　  TEL：０７５-７８１-００１０　Mail： info@tadasunomori.or.jp

締め切り  ４月10日（月）
日本酒・京菓子・京漬物・植木など老舗の名店約１５店が出店いたします。

月日  ８月（予定）
場所  下鴨神社
参加  無料（糺の森保存のための募金５００円をお願い致します）

世界遺産糺の森文化講演会
令和５年夏講座

月日  ４月、５月、６月（日未定）
時間  各月とも午後２時～午後３時（予定）
会場  河合神社にて開催予定（糺の森南側）　参加  無料

春の糺の森コンサート「音の森」

明治の納涼茶席を再興した「蛍火の茶会」です。裏千家淡交会によるお茶席と
森に舞う蛍をお楽しみください。重要文化財「神服殿」では筝曲や十二単姿の
舞がご覧いただけます。
なお、新型コロナウイルスの感染再拡大等により中止になる場合がございますの
で、糺の森財団ホームページ、または糺の森財団事務局にお問い合わせください。

糺の森財団会員（令和５年４月１日時点で会員資格のある方が対象）および招待者
のみ参席可能。会員の方には５月下旬にご案内をいたしますので参席希望の方は
お申込みください。（新型コロナウイルスの感染状況により、昨年同様に参加希望
者の中から抽選となる可能性がございます）

月日  ６月１0日（土）
時間  午後４時（案）～午後９時（閉門）
場所  下鴨神社

● お茶席

どなたでもご鑑賞いただけます。例年蛍が飛ぶのは午後８時頃からです。

● 蛍観賞（瀬見の小川沿い）

参
加
方
法

同時
開催

糺
の
森
財
団
は
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
糺
の
森
環
境
保

全
事
業
な
ど
に
助
成
い
た
し
ま
し
た
。

助
成
対
象
事
業

● 
第
2
期
糺
の
森
整
備
工
事

 

復
元
し
た
竜
ガ
池
（
河
合
神
社
北
側
、
雑
太
社
西
面
）

 

周
辺
の
整
備

 

助
成
額
…
…
…
…
…
…
…
…
…

7
，０
０
０
，０
０
０
円

● 
御
蔭
祭
保
存
事
業

 

日
本
最
古
の
神
幸
列
と
し
て
古
儀
を
継
承
す
る

 

御
蔭
祭
の
保
存
事
業

 

助
成
額
…
…
…
…
…
…
…
…
…

3
，0
０
０
，０
０
０
円

● 
表
参
道
口
整
備
工
事

 

表
参
道
口
西
側
に
カ
ツ
ラ
の
植
栽
及
び
周
辺
整
備
工
事

 

助
成
額
…
…
…
…
…
…
…
…
…

3
，0
０
０
，０
０
０
円

● 
河
合
神
社
周
辺
整
備
工
事

 

河
合
神
社
東
側
に
カ
リ
ン
並
木
の
植
栽
及
び
周
辺
整
備
工
事

 

助
成
額
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2
，０
０
０
，０
０
０
円

● 
境
内
環
境
保
全
事
業

 

危
険
木
伐
採
や
枝
打
ち
工
事
、
並
び
に
表
参
道
、

 

楼
門
内
の
砂
補
充
敷
き
均
し
工
事

 

助
成
額
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
，7
5
０
，０
０
０
円

● 
流
鏑
馬
神
事
の
保
存
と
騎
射
育
成
事
業

 

助
成
額
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5
０
０
，０
０
０
円

● 
世
界
遺
産
糺
の
森「
葵
の
庭
」整
備
事
業

 

助
成
額
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
5
０
，０
０
０
円

助
成
総
額 

1
7
，5
0
0
，0
0
0
円

☎075-781-0010なお、新型コロナウイルスの感染状況により、各行事を中止することがありますので、各催事とも詳しくは
糺の森財団ホームページをご確認いただくか、糺の森財団事務局にお問い合わせください。

　

昨
年
の
十
月
か
ら
本
年
の
三
月
ま

で
、
鴨
社
資
料
館
秀
穂
舎
に
て「
鴨
長

明
『
方
丈
記
』
完
成
八
一
〇
年
資
料

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。大
勢
の
方
に

ご
来
館
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

長
明
が
執
筆
し
た
作
品
や
和
歌
な

ど
を
調
べ
る
た
め
、
書
籍
や
論
文
に

目
を
通
し
ま
す
が
、
先
行
研
究
者
と

し
て
し
ば
し
ば
名
前
が
挙
が
る
人
物

に
、
京
都
市
出
身
の
小
川
寿
一（
一
九

〇
七
〜
九
三
）
が
い
ま
す
。今
回
は
小

川
寿
一
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

龍
谷
大
学
在
学
中
か
ら
『
方
丈
記
』

の
伝
本
（
写
本
や
版
本
の
こ
と
）
の
系

統
の
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。昭
和

七
年（
一
九
三
二
）に「
鴨
長
明
学
会
」

を
発
足
。翌
年
か
ら
、
ほ
ぼ
毎
月
の

ペ
ー
ス
で
雑
誌
『
鴨
長
明
研
究
』
を
刊

行
し
ま
し
た
（
昭
和
十
三
年
ま
で
）。

こ
れ
に
は
、
戦
後
、
長
明
研
究
を
リ
ー

ド
し
た
簗
瀬
一
雄
（
一
九
一
二
〜
二

〇
〇
八
）
も
古
書
店
に
勤
め
な
が
ら
、

小
川
と
競
い
合
う
よ
う
に
、
今
日
の

長
明
研
究
の
礎
と
な
る
論
文
を
発
表

し
て
い
ま
す
。ま
た
、
在
野
の
研
究
者

の
論
考
や
、
一
般
会
員
に
よ
る
各
地

に
残
る
鴨
長
明
伝
承
の
報
告
な
ど
が

さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、
貴
重
な

『
方
丈
記
』
の
伝
本
を
「
鴨
長
明
叢
書
」

と
題
し
て
、
翻
刻
文
や
影
写
本
と
し

て
刊
行
し
、
鴨
長
明
研
究
に
大
き
な

功
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

戦
後
、
京
都
帝
大
で
農
史
を
専
攻
。

卒
業
後
、
大
阪
商
科
大
学（
現
、
大
阪

公
立
大
学
）
の
図
書
館
司
書
を
務
め

ま
し
た
。そ
の
後
、
研
究
者
と
し
て
、

観
光
史
学
や
産
業
史
学
を
提
唱
。大

阪
産
業
大
学
、
近
畿
大
学
の
講
師
や
、

大
阪
成
蹊
女
子
短
期
大
学（
現
、
大
阪

成
蹊
短
期
大
学
）教
授
と
し
て
、
観
光

資
源
と
な
る
「
歴
史
」
の
役
割
に
つ
い

て
、教
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間
、
離
れ
て
い
た
長
明
研
究

で
す
が
、
昭
和
三
十
年
代
末
に
某
出

版
社
か
ら
執
筆
依
頼
が
あ
り
、
張
り

切
っ
て
い
る
と
周
り
の
人
に
語
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
実
現
は
さ
れ
ず
、

別
の
研
究
者
に
よ
っ
て
『
方
丈
記
』
が

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
続
群
書

類
従
完
成
会
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
雑

誌
『
ぐ
ん
し
ょ
』
に
計
六
回
に
わ
た

り
、「
四
季
物
語
に
つ
い
て
」（
第
二
十

一
号
か
ら
第
二
十
六
号
）
を
発
表
し

ま
す
。戦
後
、
世
に
送
り
出
し
た
長
明

研
究
関
連
の
論
考
と
し
て
は
唯
一
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
『
四
季
物
語
』
は
長
明
作
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
研

究
者
か
ら
偽
書
で
は
な
い
か
と
指
摘

が
あ
り
、
現
在
は
後
世
に
作
成
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。小

川
は
「
偽
書
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ

ず
、「
仮
託
書
」と
い
う
言
葉
で『
四
季

物
語
』の
諸
伝
本
を
整
理
し
、「
も
し
、

長
明
作
だ
っ
た
と
し
た
ら
」
と
い
う

立
場
か
ら
書
い
て
い
ま
す
。

　

小
川
の
論
考
は
少
々
、長
明
に
対
す

る
思
入
れ
が
強
く
、客
観
的
な
視
点
が

少
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。鴨

長
明
学
会
が
戦
争
に
よ
る
物
資
統
制

の
影
響
で
休
眠
状
態
と
な
り
、
戦
後
、

長
明
の
世
界
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

こ
の
論
考
か
ら
、小
川
の
強
い
思
い
を

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

晩
年
は
桂
に
住
ん
で
い
た
こ
と
か

ら
、氏
神
様
の
松
尾
大
社
や
京
都
府
神

社
庁
の
広
報
誌
、京
都
の
社
寺
の
歴
史

に
つ
い
て
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。た

だ
、
没
後
、『
方
丈
記
』を
含
む
膨
大
な

貴
重
書
や
現
物
資
料
が
売
り
立
て
ら

れ
、残
念
な
が
ら
、散
逸
し
ま
し
た
。

秋
の
糺
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

「
音
の
森
」開
催（
河
合
神
社
境
内
）

　

9
月
は
コ
ン
サ
ー
ト
当
日
、
雨
天
と
な
り
中
止
と
な
り
ま
し

た
。10
月
は
、
金
管
楽
器
に
よ
る
五
重
奏
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

11
月
は
、
4
名
の
サ
ッ
ク
ス
奏
者
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。春
の
コ
ン
サ
ー
ト
情
報
は
、
糺
の
森
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。


